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研究成果の概要（和文）：本研究では、心理療法の作用機序解明を目的として、研究1では不眠症に対する遠隔
認知行動療法の臨床試験のデータを用いて、アウトカムデータ、Thの治療遵守データ、映像、音声、逐語データ
等を格納したコーパスの作成を行った。
研究2ではコーパス内のアウトカムデータを用いて、抑うつを併発した不眠症患者とそうでない不眠症患者の言
語的特徴の差異を検証した。その結果、先行研究において指摘されている1人称代名詞の使用率や発話長におい
ては差異が見られなかったものの、抑うつ併発群において話題の多様性が見られた。今後は、複数のモダリティ
のデータによるアウトカムの変化パターンについて検証を行う予定である。

研究成果の概要（英文）：With the aim of elucidating the mechanism of action of psychotherapy, Study 
1 used data from a clinical trial of remote cognitive-behavioral therapy for insomnia to create a 
corpus containing outcome data, Th treatment compliance data, video, audio, and verbatim data, etc.,
 and Study 2 used outcome data in the corpus, Study 2 used outcome data from the corpus to examine 
differences in linguistic characteristics between insomniacs with and without comorbid depression. 
The results showed that although there were no differences in the use of first-person pronouns or 
the length of utterances, which have been pointed out in previous studies, there was a diversity of 
topics in the group with concomitant depression. In the future, we plan to examine the patterns of 
change in outcomes based on data from multiple modalities.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
心理療法のプロセスを検証した多くの先行研究では、模擬面接等のデータを使用しており実際の心理療法中のマ
ルチモーダルデータをを格納するレジストリを構築した研究はまだない。これらを踏まえて本研究では、アウト
カムデータと結びついたコーパスの作成、言語的特徴の抽出を行った。本研究の研究成果は効果的な心理療法に
資するものであり、今後の臨床心理学における適切なマルチモーダルデータの収集について、示唆を与えるもの
といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 不眠症は最も一般的な精神疾患の一つで、診断ベースでの有病率は 10％近く 1、社会的コストは

2000 億ドルを超える国もある 2 など、社会的にもリスクの高い疾患である。薬物療法による副作用から、

各国の治療ガイドラインにおいては不眠症に対する認知行動療法（以下、CBT-I）が推奨され

ている (Figure 1 参照)。複数の領域において CBT-I の有効性が示されている一方で、CBT-I へ

の反応性が十分でないことが指摘されている 3。 

Figure 1 各国における不眠症の第一選択治療 

治療反応性を高める要因として、セラピスト（以下、Th）とクライエント（以下、Cl）に

おける言語的な特徴 4 や非言語的なコミュニケーション 5 が挙げられている。不眠症状におい

ても表情認識 6 や社会的相互作用の欠損 7 が示されていることを踏まえると CBT-I における

Th-Cl 間の相互的プロセスに着目することは CBT-I の治療反応性を高める要因を特定すること

につながる。 

 

２．研究の目的 

本研究では CBT-I 中の Th-Cl 間の相互プロセスの抽出およびアウトカムとの関連を検証する

ため、不眠症に対する遠隔心理療法のデータを利用し、研究 1 および 2 を行った。 

研究 1：心理療法中の Th ・クライエント (以下、Cl) 双方の言語、表情、視線やアドヒアラン

スや共感力等の複数データを突合したベースレジストリを作成する。 

研究 2：格納されたデータを使い、心理療法において生じる Th と Cl の相互プロセスと治療ア

ウトカムとの関連についてのモデルを構築する。 

 

３．研究の方法 

研究 1：心理療法におけるマルチモーダルベースレジストリの作成 

不眠症に対する遠隔認知行動療法 (jRCT 登録番号: 1030210575) において収集されたデータ

のうち、Cl の識別 ID、プライマリアウトカムである不眠症重症度尺度のデータ、睡眠日誌の



データとセッション時の記録より算出した当該セッションにおける Th の治療遵守度等、Cl 評

定の治療関係、セッションを録画した動画データ (画像内では省略)、発話者、発話開始/終了

時刻、逐語データを紐づけて格納した心理療法コーパスを作成した (Figure 2 参照)。 

 

 

 

 

 

 

Figure 2 本研究で作成したコーパス *1 

*1画像は個人情報保護の観点からデモデータにて作成したコーパスの一部を抜粋したもの 

 

研究 2：マルチモーダルデータとアウトカムとの関連に関するモデル構築 

 研究 1 において格納した不眠症患者のマルチモーダルデータによって Th-Cl 間の相互プロセ

スの抽出を行うため、格納した逐語データを用いて言語的特徴の抽出を行った。具体的には特

に多くの不眠症との併存が示されている 8 抑うつ症状について、不眠症との併発群と非併発群

の言語的特徴の差異について検証を行った。その結果、先行研究 9 で指摘されている「一人称

代名詞の使用」「発話長」においては差が見られなかったが、共起ネットワーク分析による共

起単語を検証した結果、抑うつ併発群において多くの共起が見られた (Figure 3 参照)。 

 また、プライマリアウトカムである不眠症重症度指標については、セッションごとの推移パ

ターンの抽出を行った。今後は抽出されたパターンとレジストリに格納した各種モダリティデ

ータとの関連について、モデルを構築する予定である。 

４．研究成果 

本研究の目的は、心理療法におけるベースレジストリを作成し、心理療法において生じる

Th と Cl の相互プロセスと治療アウトカムとの関連についてのモデルを構築することである。 

研究 1 では、言語データと治療のアウトカムデータを用いて、コーパスを作成した。音声、

表情、視線および生理指標データについてはタイムスタンプの付与が完了しているため、今後、

映像や音声等を組み合わせた形でコーパスを作成し、国内外の学会にて発表を行う予定である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 3 抑うつの併発による話題の多様性の差異 



研究 2 では、不眠症患者の中で、抑うつの併発群と非併発群の言語的特徴の差異について検

証を行った。その結果、単語の共起数が多く見られた。このことから CBT-I 中の会話において

抑うつと不眠の媒介因子である反すうが反映された結果、話題の多様性が生じている可能性が

示唆された。不眠症患者における抑うつの併発群に対する CBT-I については、標準的な CBT-I

を修正する必要があることを踏まえると 10、本研究で抽出された言語的特徴を用いてアセスメ

ントを行うことは、CBT-I の治療反応性を高める可能性がある。これらの結果は The 10th 

World Congress of Cognitive and Behavioural Therapies において発表されている。また、今後は言

語以外のマルチモーダルデータとアウトカムの関連についても検討を行う予定であり、これら

の結果は 2024 年度の国内の学会にて発表予定である。 
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